
五卜嵐泰正

[共著}

教員業績一覧 (2013年度)

1 i文化の商品化としての国際観光j平野健一郎，古田和子，土田哲夫， )11村

絢子編『国際文化関係史研究j東京大学出版会， 2013年 4月， 255~275ページ。

{雑誌論文}

1 i高度外国人材とは誰かJNPO法人 POSSEfPOSSEj 20号， 2013年 9月， 95 

~100ページO

{ウェブ記事}

1 (遠藤哲夫との対談記事) ifいいモノJ食ってりゃ幸せか? われわれはみ

なく社会的>に食べているJ，rSYNODost 2013年 4月， http://synodos.jp/ 

society/3222 

2 (関沼持との対談記事) iどうしてぼくたちはすれ違うのか一一社会学者

が詰る，震災後の断絶の乗り越え方JfSYNODOSj， 2013iiミ4月， http://syn同

odos.jp/fuklζou/3629 

3 i柏市の事例報告および地域協働・地域プランデイングの可能性についてJ

rSYNODOS JOURNALj， 2013年 9月， http://synodos.livedoor.biz /archives/ 

2010874.html 

4 (パネルデイスカッション抄録)ir安全・安心jを超えるく価値〉とはなに

か一一危機を転機に変えるためにJrSYNODOSj， 2013年11月， http://syno 

dos.jp/fukkou/6202 

{事典項自執筆}

1 iニューカマーとオールドカマーのせめぎあいj吉j原和男ほか編 f人の移動

事典j丸善出版， 2013年11月， 304~305ページ。

{インタビュー，鼎談など}

1 i独自基準決め地産地消Jr東京新開全国版j， 2013年 6月17日。

2 i年末年始に読みたい l冊識者のおすすめ「今年読んだベスト 3本JJ

rWEDGE Infinity 1 2013年12月， http://wedge.ismedia.jp/articles/ー/3470

3 (坂倉昇平，今野i清貴との鼎談)iiおもてなしJが社会をブラック化するJrブ
ラック企業 vsモンスター消費者』ポプラ新書， 2014年 2月， 121 ~173ページ。

{学会口頭報告，講演など]

1 i柏でできたこと，できなかったことJr復興アリーナ・シンポジウム 「安
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全・安心Jを超えるく告li値〉とはなにか一一危機を転機に変えるために.L福

島グリーンパレス， 2013年 3月3]日。

2 1柏の「みんなjで決めたこと ホットスポットのなかの民主主義Jr知のコ

スモス講演会.L東海大学， 2013年 5月23El 。

3 1同キi

f年芋 5 )月~ 261日ヨ O 

4 11分i析を越える協働jはいかにして可能なのか 「安全・安心の柏産柏消」

円卓会議の経験からJr関東社会学会第61IHI大会テーマ部会A.L--i矯大学， 2013 

:{i三6J'J 161ヨ。
5 11デイアスポラJ概念の現代 El本における実践的な再定位のためにJr日本

移民学会第231百年次大会大会シンポジウムJ.武蔵大学， 2013年 6)='129 El。

6 1みんなで決めた「安心」のかたちーポスト 3.11の「地産地消jを考える-J

n盟書:館のつどいJ.国立市公民館， 2013年 7月 6日。

7 11社会的分断を T~íI にした協働とマーケティング一一柏でできたこと，でき

なかったこと Jr~~35Im FoRAM勉強会1，東京大学， 2013年 8月 5130 

8 1社会的分断を~Iにした協働とマーケティング一一柏の円卓会議の経験から J

r第 2回FAIRDO車座会議1福島市アクティブシニアセンター・アオウ

ゼ， 2013年 9月27日。

9 (ノfネルディスカッション参加)r柏まちなかカレッジ CSA-}箆×コミ

ュニティのこれからJ.わがやのやおやさん風の色農場， 2013年10月 3日。

10 1ポスト 3. 11の新しい地産地消を目指してJrポスト 3.11の新しい地産地

消を呂指して~放射能汚染への対応~.L宮城県大崎合同庁舎， 2013年10丹24

El。

11 (小松理度との対談)r復興と遊ぶ/復興で遊ぶ一一いわきと日本の未来を考

える.]，下北沢B& B， 2013:{i三11月21日。

12 1第 3部へのコメントJr公開合評会 人口移動研究の新たな展開をめざして

一一璃信三編『帝回以後の人の移動j-1東京大学， 2013年12月 7130 

13 11風評」被害から信頼の構築へJrかしわインフォメーションセンタ一新年

会.L真砂屋， 2014年 2月 4日。

14 1マスメディア内部から見えにくい社会Jr放送構学 第 21ill研究会.L日本

放送労働組合， 2014年 2月17日。

15 iみんなで決めた「安心jのかたちJrつくば市民大学 学園祭.Lつくば市

民大学， 2014年 3月29日。

{メディア出演}

1 1"ホットスポットのIIrr"の取り組みJrニュースの深層jテレ朝 ch2， 2013 

年10月22El 0 
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土 井隆義

{論文}

1 Iつながり過剰症候群(1)一社会の流動性の高まり-J r見童心理j第67巻(第

8号)， 117~123頁， 2013年 6月

2 Iつながり過剰症候群 (2)一自己承認欲求のj肥大化-J r泥童心理j第67巻(第

10号)， 119~125頁， 2013年 7月

3 I変容する仲間集団の光と影ーいじめ問題を正しく理解するために-J rここ

ろの科学j第170号， 23~27頁， 2013年 7月

4 Iつながり過剰症候群(3)ーキャラ化する人関関係-J r児童心理j第67巻(第

11号)， 119~125頁， 20日年 8月

5 Iつながり過剰症候群 (4)一新しいつながりの形へ-J r児童心理j第67巻(第

13号)， 119~125頁， 2013年 9月

6 I後期近代の繁明期における少年犯罪の減少一社会緊張理論と文化学習理論

の視点から-J r犯罪社会学研究j38号， 78~96頁， 2013年同月

7 I A K B48の繰，初音ミクの欝ーコミュカ至上主義の光と影-J r社会学ジャ

ーナルj第39号，筑波大学社会学研究室， 2014年 3月

{書評}

] 河合隼雄『大人になることのむずかしさj岩波現代文産 (2014)解説， 2014 

年 2月

2 iJj下美紀 f子どもの「生きづらさJ一子ども主体の生活システム論的アプロ

ーチj学文社 (2012)書評論文， rソシオロジj第58巻第 3号(社会学研究会)， 97 

~103頁， 2014年3月

{事典解説}

1 1~~1TJ，藤永保 監修 f最新心理学事典j平凡社， 2013年12月

{報告書1
1 I今日の友だち関係の光と影ー若者の親密性の変容を考える -J筑波大学附

属駒場中・高等学校編 f第 61ill筑駒アカデメイア報告書j15~24頁， 2013年 5

月

{口頭発表1
1 I学校現場における人間関係の分断化といじめ開題j 日本社会病理学会 第

沼田大会シンポジウムf社会的分断化のメカニズムを問う盟J2013年 9月29臼，

図皐院大学

2 Iいじめ問題の現状と課題ーかけがえのない自分を育むために -J日本学校

心理学会 第40図研修会講演， 2013年11月4日，筑波大学東京キャンパス
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3 I後期近代の揺らぎと関係リスクー「脱埋め込み」から「再埋め込みjへ J
京都大学こころの未来研究センター「大人の発達障害プロジェクト研究会J2013

年12月25El，京都大学こころの未来研究センター

{その他]

1 I“一人でいられない"子どもたちの不安Jr保健室j第165号， 3 ~ 9頁， 2013 

~ì三 4 月 1 1ヨ
2 Iいじめ問題と孤立不安Jr学校教育相談j第27巻第 5号， 48~5] 頁， 2013{1三

4 J~ 1 1ヨ
3 I反抗期を喪失した子どもたち①ーフラット化する親子関係-J r月刊福祉j

第96巻第 6号， 92~93貰， 2013年 5月 1EI 

4 Iv、じめi問題と道徳教育Jr学校教育相談j第27巻第 6号， 48~5] 頁， 20日年

5月 1Iヨ
5 I教室の死角一 1:1::1学いじめ事件-J r佐賀新litJ.L事件・社会而 (22部)， 2013 

4三5月 5Iヨ
6 I体罰に効果はあるか一主体性を育てるには有害-Jr北海道新111119面， 2013

年 5月311ヨ
7 I反抗期を喪失した子どもたち②ーリスクとしての親子関係-J r月刊福祉j

第96巻第 7号， 88~89頁， 2013年 6月 11:1 

8 I体罰に教育的効果は期待できるか?J r学校教育相談j第27巻第 7号， 48~ 

51頁， 2013年 6月1日

9 Iいじめ匿名通報サイトー現場への反映が大事 Jr西日本新聞j夕刊， 1 

TrrI， 2013{i三6月10Iヨ
10 I子どもたちを集団圧力から解放しよう Jrこれからどうする~未来のっくり

:1J~J 岩浪書1;5 ， 492~495頁， 2013年 6月12日

11 I友だち地獄「空気を読む」世代のサバイバルJウェブサイト rWISDOM.]

未来授業~明日の自本人たちへ， N E C， 2013年 6}==J 28 E:l 

12 I識者評論:いじめ防止対策推進法成立一裾野広く対処は IU~定的 J r神奈川

新開jr中回新開j r長 111奇新 I~H r高知新聞jr岩手日報J他(共同通信による配

信) 2013年 6J~ 28 日 ~7 月 4 日

13 I反抗期を喪失した子どもたち③一本音を語れない親子関係-J r月刊福祉j

第96巻第 8号， 86~87頁， 2013年 7)~1 1:1

14 I多様化した世界を生き抜くためにJr学校教育相談j第27巻第 8号， 48~51 

貰， 2013年 7月 113 

15 I呉少女遺棄事件の背景- I優ししづ関係こそ重圧か-J r中国新lil11 オピ

ニオン函(6面)， 2013年 7月27日

16 I反抗期を喪失した子どもたち④一共依存としての親子関係-J r月刊福祉j

第96巻第 9号， 90~91 頁， 2013年 8月 11:1 
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17 I狭くなりがちな思春期の人間関係Jr灯台j第635号， 18~19頁， 2013年 8

月 1EI 

18 I A K B総選挙に見る今日の人間関係Jr学校教育相談j第27巻第10号， 48~ 

51頁， 2013年 8月 1日

19 I自分が自分であるためにーネット上のキャラ化を乗りこえて -J臼本子ど

もを守る会編『子ども白書2013.]本の泉社， 208~209頁， 2013年 8月1713

20 I広島少女遺棄事件から見えるものーネットで深めたf中間意識が牙-J r:lヒ海
道新聞l 9函， 2013年 8)~ 30 1ヨ

21 I反抗期を喪失した子どもたち⑤一広がるママ友地獄の背景-J r月刊福祉j

第96巻第10号， 86~87頁， 2013年 9月 1日

22 Iいじめ問題はどこまで法で解決できるかJr学校教育相談j第27巻第11号， 48 

~51 頁， 2013年 9月 11ヨ
23 I反抗期を喪失した子どもたち①一伝統的な共同体への憧'lfJtJ r月刊福祉j

第96巻第11号， 86~87頁， 2013年10月 1EI 

24 I広島県呉市少女遺棄事件が示唆するものJr学校教育相談j第27巻第12号， 48 

~51頁， 2013年10月 1EI 

25 I犯罪率の低 Fは日本社会の何を物語るのか?J r犯罪社会学研究.]38号 4

~6 頁， 2013年10月

26 Iキャラ化された人間関係の光と彩Jr学校教育相談j第27巻第13号， 48~51 

頁， 2013年11月 1EI 

27 I子どものネット依存②一つながり依存としてのネット依存-J r週刊教育資

;jq..]第1273号， 24~25頁， 2013年11月 41ヨ
28 I子どものネット依存⑦ーネットが進める人間関係の親密化-J r週刊j教育資

料j第1274号， 18~19頁， 2013年11月111ヨ
29 11:j:l高生のネット依存一つながり増やす対策を-Jr北海道新聞1 9面， 2013 

年11月22自

30 IカーストはあるだけまだましだJr授業力&学級統率力j第51巻第12号 7

真， 2013年12月1日

31 Iネット・コミュニケーションの光と影Jr学校教育相談j第27巻第14号， 48 

~51頁， 2013年12月 1日

32 Iネット依存の根にあるものJr子どもとメディアj第25号 2頁， 2013年12

月

33 I友だち親子の落とし穴Jr学校教育相談J第28巻第 1号， 48~51頁， 2014年

1月 1B 

34 I A K B48の人気が物語るもの(上)ーフラット化する人間関係-J r日本教

育j第430号， 26~27頁， 2014年 1月 1日

35 Iボーカロイドの小宇宙Jr学校教育相談j第28巻第 3号， 48~51頁， 2014年

2月 1日

65 



36 ¥人はなぜ「キャラjをつくる?J rチャレンジ 6年生未来 1発見BOOKj

4 ~10真， 2014年 2}=j 1臼

37 ¥ A K B48の人気が物語るもの(中)ーコミュニケーション力の専制-J [日

本教育j第431号， 26~27頁， 2014年 2月 1日

38 I裁判員制度に初の検証作業J[北海道新開1 9面， 2014年 2月21日

39 ¥生きづらさとは何なのか?J [学校教育相談j第28巻第 4号， 48~51頁， 2014 

年 3月 1日

40 ¥ A K B48の人気が物語るもの(ド)ー肥大する自己承認願望-J H3本教育j

第432号， 26~27頁， 2014年 3月 1日

41 ¥LINEを駆使する今iヨの若者たち一人間関係をめぐる問題点のありか-J
明治図書 WEBサイト f教育 zinej，教育オピニオンコーナー， 2014年 3月 1

日

42 Iネット世代の人間関係とコミュニケーションJ[更生保護J第65巻第 3号，

1::1本吏生保護協会， 2014~1三 3 月 15 日

野上元

[著書1
] (福間良明.r龍信三・石原俊との共編著H戦争社会学の構想j(勉誠出版)(¥は

じめにJ(共同執筆)，第 2章(高橋三郎論文) ¥解説J，第 8章 I?i号費社会の記

述と冷戦の修辞J)

{書評，その他i
1 (書評)I山本昭宏著『核エネルギ一言説の戦後史1945 1960: i被嬢の記憶J

と「原子力の夢JjJ ([ソシオロジj178号 (58巻 l号)) 

2 (書評) i島村恭民社編 PJI揚者の戦後j(新11在社)J (rI~1書新聞j 3141号 (2014

年 1月1113号))

3 (座談会)野上 元・山本唯人・スヴェン・サーラ・柳原伸洋「研究者座談

会 戦争記憶の現在，これからJ([望星j2013年 9月号)

4 (鼎談) ii殺す/殺されるj前に一一鼎談 福 11五良明・野上元・石原俊 [lit¥(.

争社会学の構想j(勉誠出版)をめぐってJ([1亘書新聞j2013年 9月 7日号 (3125

号)) 

5 (ウェブ連載) i近現代史の社会学 歴史を「体感Jするためのレッスンj

(光文社新書メールマガジン)vol. 44 -49 

[報告・講演}

1 (報告) i新自由主義時代の観光まちづくり-愛媛県松山市 I[坂の上の雲j

まちづくり jにみる「選択と集中(と分散)J (第50lill文化社会学研究会，早稲

田大学戸山キャンパス， 11月16日)
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2 (講演)I社会学の研究対象としての f戦争J-ーその多様なアプローチJ(日

本大学社会学会特別講演，日本大学， 11月271ヨ)

3 (コメント) I書評セッション・神子島健 f戦場へ征く，戦場から還る一一火

野葦平，石)11達三，神11山間の描いた兵士たちj新i濯社，2012年J(叙述態研究

会(きむすぽ)第72回，国立オリンピック記念青少年総合センター， 7月 5臼)

4 (コメントH戦跡と観光の社会学J(戦争社会学研究会関西例会，関西大学， 10 

PH9 [1) 

fJ~ JlmÝI:~ 

[原著論文1
1. I社会的・文化的体罰の日本・韓国の比較Jr体育の科学J， 日本体育学会編，

Vol. 63， 20 13 'fl三， 797 -806頁。

2. lii安後化粧の文化史からみる若い女性の『化粧顔JJ，r研修紀要J165号，日

本理容美容研究センター， 201311三， 9 -13真。

3. I現代若い女性の化粧顔とインターネット -2000年代から2010年代前

半-J，r研修紀姿J166号，日本理容美容研究センター， 2014年， 10 -14真。

[報告書・その他}

1 .黄JIIíUI~編 f現代日本の学校教育の表象と問題J，韓回高麗大学校との研究発

表会報告書，筑波大学人文社会系文化社会学研究室， 2013年， 1 -144頁。

[I~内外学会発表・研究活動}

1. Iメガスポーツイベントが韓国・日本社会に及ぼした影響一一ワールドカッ

プ0 ・サッカーを事例にJ，筑波大学人文社会研究科，日韓社会文化フォーラム，

高麗大学校iヨ本研究センター(韓国と日本の社会・文化比較セミナ-J)高麗

大学校日本研究センター(韓国)， 2013年 5月28日。

2. I日本女性の化粧文化と働く女性のリーダーシップJ，rリーダーシップ講座j

i可徳女子大学校(韓国)， 2013年 5月28130

3. I働く女性リーダーの役割と喜びJr女性リーダー研修会.1，月島食品グルー

プ東京フード株式会社， 2013年 4月18日。

4. (オーガナイザー) I日本と韓国の学校教育の表象と問題J高麗大学校締範大

学大学院及び筑波大学教育研究科・人文社会科学研究科の研究発表会， 2013年

5月2813，高麗大学校(韓国)。

5. (オーガナイザー) I韓国と日本の社会・文化比較セミナーJ筑波大学人文社

会研究科，日韓社会文化フォーラム，高麗大学校日本研究センター， 2013年 5

月28日，高麗大学校iヨ本研究センター(韓国)

6. (オーガナイザー) I日本の学校総販の文化と若者文化の歴史」同徳女子大学

校日本語学科及び筑波大学教育研究科・人文社会科学研究科の研究発表
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会， 2013年 5月28日， I百j徳女子大学校(韓i韮)。

7. (オーガナイザーHグローパル共存・共生 講座シリーズ，第 l回講演会j，

明石純一， 1移民研究からみられる共生の課題j，2013年11月 7日，筑波大学総

合研究A棟111号室。

8. (オーガナイザー) 1地元と世界に発信するクールジャパンJ第1110アカデミ

ック・プレゼンテーションコンテスト，筑波大学全学メンター会・文化社会学

研究室， 2013年11月23EI，筑波大学 1D201号室。

森直人

[論文i
1 1教育の!罷史社会学 -1995il三 .l-j， l~年の展開と課題j (井上義和と共著)r教育

社会学研究j第93集， 193~224頁， 2013年日月。

2 1戦前東京市養育院における児童の分類処遇と授産・感化・職業教育」三H寺

異質子編 f教育「支援J とその問Iq~余性J に関する比較史研究j (平成23-25 

年度科学研究費補助金・基盤研究 (C))成果報告書， 2014年 3月予定。

[口頭発表1
1 1比較教育社会史の現在 『福祉国家と教育jを中心として」第 2回教育

の歴史社会学コロキウム， 2014年 2月22日，於:電気通信大学。

2 1団地居住者生活実態調査 (1965年)の概要と分析の課題についてj2013年

度二次分析研究会・課題公募型研究 f戦後日本社会における都市化のなかの世

帯形成と階層構造の変容J成果報告会， 2014ii三3月26EI，於:東京大学。

存在tJJ 新

{論文}

1 1r:I=q主i近代思想における f専i!ilJjr 自由jr 自治j-1ぱらぱらの砂Jの近代J

f社会学ジャーナルj第39号，筑波大学社会学研究室， 2014年 3月
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静赤羽由起夫

[論文}

. Iなぜ『心の11引は語られたのか一一少年犯罪報道に見る f心jの理解のアノ

ミー」附;会学評論.]64(1) : 37-54. 

{報告書}

. I犯罪報道における少年犯罪の諮られ方に関する社会学的研究一一-1990~1三代か

ら2000年代を中心として」公益財団法人 13工組社会安全財団2012年度若手研究

助成最柊報告書。

{事典項目i
. I社会解体Jr 日本大百科全書(ニッポニカ).]小学館。

畿大IIHミ尚史

[学会報告}

. I安全教育の変容一-I見知らぬ他者Jとのi塙離/交流の断絶J(2013年 9月21

日，日本教育社会学第65回大会，一故報告，埼玉大学)

審問村逸郎

[論文}

. Ir通り!定的jの誕生と犯罪被害者問題一犯罪被害者補償に関する新聞報道のカ

テゴリー化実践に注目してJr犯罪社会学研究.]38:110-123. 

{学会報告i
. Ir存在垢な犯罪被害者jという制度 通り!定・爆破テロ記事に見る『被害者j

カテゴリーの変容とその言説史J(2013年 6月1513，関東社会学会第61回大会，

修士論文フォーラム，一橋大学国立キャンパス)

. I犯罪被害リスクの社会化と被害者学一一犯罪被害者等給付金支給制度を対象

にJ(2013年10月 6日，日本犯罪社会学会第40回大会，自由報告E第2報告，

北海:学園大学豊平キャンパス)

暢)11村智樹

{学会報告]

. I暴力の被害者がDV被害者として表象されるときJ(20l3年 6月16日，関東社

会学会第611ヨ大会，一橋大学国立キャンパス)
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審梅田恵美

{編著}

. 1玉)lli高島屋scという起源一一巨大商業施設の前史とその誕生J若林幹夫編

『モール化する都市と社会一一巨大商業施設論JNTT 出版， 2013年， 33 -60 

頁

{論文}

イ歓迎する都市一一観覧車の登場と再登場-JW社会学ジャーナルj第39号，

筑波大学社会学研究室， 2014年 3月

欝栗山靖弘

{学会報告]

. Iスポーツ推薦による大学進学の決定メカニズムに関する1iJI:究一一一強豪校野球

部員の進学についての事例を通してJ(2013年 9月22B，Iヨ本教育社会学第65

1豆!大会，一般報告，埼玉大学)

鶴高口僚太郎

{学会報告}

. 1'1要性の病いを生きる一一〈普通〉をめぐって構成されるライフストーリーJ(2013 

年 6月16臼，関東社会学会第61@大会，一橋大学国立キャンパス)

審後藤美緒

{報告書}

. I漫才台本における〈上方文化〉表象の歴史社会学的研究一一漫才台本たちの

営みに注目してJ，財団法人日本科学協会，笹川科学研究助成研究報告書， pp. ] 

-15 

審宮地弘子

{論文}

. 1現代のソフトウェア開発現場における労働問題の背景一一ライフストーリー

の現象学的分析から描出する間有の常識的知識JW理論と動態JVol. 6， pp.37 

-55 

[書:籍(共著)J 

.，若者と仕事の意味JWグローカル時代の社会学一一社会学の視点で読み解く現

代社会の様相Jpp. 83 -107 
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